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日本トランスオーシャン航空（JTA、本社 那覇市、社長 青木 紀将）は、このほど2020年3月

期業績（2019年4月1日～2020年3月31日）を取りまとめました。 

当期の日本経済は、4月～12月は世界経済の減速等を背景に外需が弱いものの、内需を中心に

緩やかな回復基調が続き、全体的に堅調に推移しました。しかしながら、2月に入ると新型コロ

ナウイルス感染症が拡大し、景気は下押し圧力が強い状態となりました。 

沖縄県内の経済状況についても同様に、台風の影響はあったものの個人消費・観光は好調に推

移しておりましが、2月に入ると県内においても新型コロナウイルス感染症拡大が確認され、拡

大防止のための旅行自粛により入域観光客数は大幅に減少しました。 

こうした中、当社においても、新型コロナウイルス感染拡大の影響による航空需要の大幅な減

少に対応した減便を実施するなど、収入環境は大変厳しい状況となりましたが、前期に1年前倒

して機材更新を完了し供給拡大を図り、ゴールデンウィーク等多客期需要の確実な対応など各種

増収施策が功奏し、旅客数は過去最高となりました。 

その結果、売上高は429億円（前期比102.4％）、営業利益 86億円(同97.5％)、経常利益 84

億円(同100.4％)、当期純利益 62億円(同100.6％) となりました。 

 

１.2019年度業績 
                                               （単位：億円） 

 2019年3月期 2020年3月期 前期比（％） 

売上高 418 429 102.4 

営業費用 330 342 103.7 

営業利益 88 86 97.5 

経常利益 84 84 100.4 

当期純利益 61 62 100.6 

                       ※金額は億円未満切り捨て、比率は四捨五入 

①売上高429億円（前年比102.4%） 

・旅客収入：366億円（前期比102.5％） 

路線面においては、競合他社の路線拡充等、厳しい競争環境の中、機材更新を完了して供

給拡大を図ったことやゴールデンウィークや夏期、年末年始など高需要期を中心に旅客需要

に応じた定期増便を実施しました。またJALグループのリソースを活用し、夏期期間におい

て羽田=石垣大型化を実施することにより旺盛な需要に呼応することができました。その他、

不定期路線では2017年2月以来の国際線チャーターとなる那覇＝ベトナムチャーターを実施

しました。 

商品・サービス面では、新機材737-800型機による機材の快適性の向上を図るとともに、

お客さまにより沖縄らしい空の旅を楽しんでいただけるよう、新たなデザインのクラスJ 

シート紅型ヘッドレストカバーや沖縄を題材にした世界初機内AR サービスを展開しました。

また、機内から沖縄の綺麗な海の景色を楽しんでいただけるよう社内全員参加型で窓ふきの

頻度と作業性を高めるなど、JTAだからこそ出来る「沖縄らしさ」を盛り込んだ施策とサー

ビスの強化を図り、一歩踏み込んだお客さまに寄り添うサービスの提供を行うなど、お客さ

ま満足度JALグループTOPの達成に向け取り組みました。 

営業面では、9月より国内線航空券の予約・購入を330日前から可能となるよう拡大し、お

客さまの利便性向上を図りました。また、「先得割引」等の割引運賃設定による需要動向に

応じた価格政策、国内旅行商品「JALダイナミックパッケージ」の販売拡大、レベニューマ
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ネジメント強化による需要対策を図ることで多くのお客さまにご利用いただき、旅客数は前

年を上回りました。 

結果、全路線合計で、提供席数は前期比103.9％の423万2千席、旅客数、旅客収入共に過去

最高の291万9千人（同100.4％）、366億円（同102.5％）となりました。 

・貨物・郵便収入22億円（前期比99.2％） 

昨年度に引き続き、働き方改革に伴う輸送モードの変更に伴う航空貨物需要の減や、他社

離島直行便へのシフトにより離島那覇間の物量に影響を受けました。 

また、度重なる台風の襲来による沖縄本島や先島地方の天候不良に伴う生鮮魚介類の減や

熱帯果樹の不作等が重なり、輸送量は前年比96.1％、貨物郵便収入は前年比99.2％となりま

した。 

・付帯事業収入：17億円（前期比104.9％） 

JALグループ内整備受託収入の増加により前期を上回りました。 

②営業費用342億円（前期比103.7％） 

新機材への更新に伴う減価償却費の増加や羽田＝石垣線大型化に伴う費用の増加などに

より前期比103.7%と増加しました。 

③輸送実績 

 2019年3月期 2020年3月期 前期比（％） 

有償旅客数（千人） 2,907 2,919 100.4 

有償旅客キロ（千人キロ） 2,396,390 2,455,541 102.5 

有効座席キロ（千席キロ） 3,319,759 3,489,929 105.1 

有償座席利用率（％） 72.2 70.4 ▲1.8 

貨物・郵便合計重量（トン） 30,599 29,416 96.1 

注）座席利用率の前年同期比は前年同期とのポイント差 

 

２. 2020年度の業績見通し 

2020年度は世界的に新型コロナウイルス感染終息の見通しが立っていないことから、先

行きについて不確実性が高いため、2020年度の収支計画を策定することが困難な状況と

なっております。見通しが立ち次第別途お知らせいたします。 

以 上 

 

（ご参考）当期の主な社会的価値創造の取り組みについて 

当期は、沖縄の歴史と文化のシンボル「首里城」の焼失があり県民が深い悲しみに包ま

れるなど、沖縄にとって大きな痛手を負いました。こうした中、当社においては、創立の

原点に立ち返り、沖縄に寄り添い、発展に貢献する社会的価値創造の取り組みに傾注しま

した。主な取り組みとしては奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産登録

推進活動の継続や首里城再建を応援し「首里城」特別デザイン機の就航や運賃・ツアー等

による寄付（注）、県民悲願の那覇空港第二滑走滑供用開始日に視察飛行を実施するなど、

「今沖縄にとって必要なこと」を常に考えて事業を展開しました。 

 
注）対象運賃・ツアーの旅客１席につき500円を『支援金』としてJALグループ航空会社が拠出。 

JALグループとして総額84,572,512円を 首里城再建応援寄付金として沖縄県へ贈呈いたします 

 


